
数学 NO.１５
〈解答〉

1　⑴　 3　　⑵　 １　　⑶　 6 a－ １　　⑷　－x₂　　⑸　
₈ x－ ₉ y
　 5  　

2　⑴　エ
　　⑵　 ₂ n＋ 3

　　⑶　a＝ 53

　　⑷　y＝－ ₂
　　⑸　∠x＝6₂°
　　⑹　右図
　　⑺　 5㎝
　　⑻　１₇₉㎝

配点　各 ₂点　₂6点満点

〈解説〉
1　⑴　－ ₄－（－ ₇）＝－ ₄＋ ₇
　　　　　　　　　　  ＝ 3
　　⑵　－ ₇＋（－ ₄）₂÷ ₂ ＝－ ₇＋１6÷ ₂
　　　　　　　　　　　     ＝－ ₇＋ ₈
　　　　　　　　　　　     ＝ １
　　⑶　 ₄ a＋ 3－ ₂（ ₂－a）＝ ₄ a＋ 3－ ₄＋ ₂ a
　　　　　　　　　　　　  　 ＝ ₄ a＋ ₂ a＋ 3－ ₄
　　　　　　　　　　　　  　 ＝ 6 a－ １
　　⑷　 3 x3y₂÷（－ 3 xy₂）＝ 3 x3y₂×（－    １        3 xy₂  ）

　　　　　　　　　  　　  ＝－
3 x3y₂
3 xy₂  

　　　　　　　　　  　　  ＝－
3×x×x×x×y×y
　 3 ×x×y×y 　

　　　　　　　　　  　　  ＝－x₂

　　⑸　x－y＋
3 x－ ₄ y
　 5  　

＝
（ x－y ）× 5
　 １ × 5  　

＋
3 x－ ₄ y
　 5  　

　　　　　　　　　　　 ＝
5（ x－y ）
　 5  　

＋
（ 3 x－ ₄ y ）
　 5  　

　　　　　　　　　　　 ＝
5（ x－y ）＋（ 3 x－ ₄ y ）

　 5  　

　　　　　　　　　　　 ＝
5 x－5 y＋ 3 x－ ₄ y

　 5  　

2　 ⑹



　　　　　　　　　　　 ＝
5 x＋ 3 x－5 y－ ₄ y

　 5  　

　　　　　　　　　　　 ＝
₈ x－ ₉ y
　 5  　

2　⑴ 　式の次数とは，単項式の場合，かけ合わせられている文字の個数のことをいい，多
項式の場合，各項の次数のうち最も高いものをいう。

　　　　　ア　xが ₂個なので ₂次式
　　　　　イ　－ 5 x ₂の項について，xが ₂個なので ₂次式
　　　　　ウ　－ 3 xyの項について，xが １個，yが １個なので ₂次式
　　　　　エ　xが １個，yが ₂個なので 3次式
　　　よって，エだけが次数が異なっている。
　　⑵ 　連続する奇数の差は常に ₂である。したがって，連続する 3つの奇数のうち，最

も小さい奇数を
　　　　　 ₂ n－ １
　　　と表すと，中央の奇数は
　　　　　 ₂ n－ １＋ ₂ ＝ ₂ n＋ １
　　　と表され，最も大きい奇数は
　　　　　 ₂ n＋ １＋ ₂ ＝ ₂ n＋ 3
　　　と表される。
　　⑶　解が－ ₂であることから，x＝－ ₂を代入すると，
　　　　　a×（－ ₂）＋ 5 a－１１＝ 3 ×（－ ₂）
　　　　　－ ₂ a＋ 5 a－１１＝－ 6
　　　　　－ ₂ a＋ 5 a＝－ 6＋１１
　　　　　 3 a＝ 5

　　　　　a＝ 53

　　⑷　反比例の関係はy＝ a
xと表されることから，この式にx＝－ ₉，y＝ ₄を代入すると，

　　　　　 ₄ ＝ a
－ ₉

　　　　　  a＝－36

　　　よって，この反比例の関係は，y＝－36x と表される。この式にx＝１₈を代入して，

　　　　　  y＝－ 36１₈

　　　　　　＝－ ₂

　　⑸　△ＰＢＣの内角なので，

　　　　　∠ＰＢＣ＋∠ＰＣＢ＝１₈0°－∠ＢＰＣ
　　　　　　　　　　　　 ＝１₈0°－１₂１°
　　　　　　　　　　　　 ＝5₉°



　　　∠ＡＢＣ＝∠ＰＢＣ× ₂，∠ＡＣＢ＝∠ＰＣＢ× ₂なので，
　　　　　∠ＡＢＣ＋∠ＡＣＢ＝∠ＰＢＣ× ₂＋∠ＰＣＢ× ₂
　　　　　　　　　　　　  ＝（∠ＰＢＣ＋∠ＰＣＢ）× ₂
　　　　　　　　　　　　  ＝5₉°× ₂
　　　　　　　　　　　　  ＝１１₈°
　　　△ＡＢＣの内角なので，
　　　　　∠x＝１₈0°－（∠ＡＢＣ＋∠ＡＣＢ）
　　　　　　  ＝１₈0°－１１₈°
　　　　　　  ＝6₂°
　　⑹ 　ひし形は，₄つの辺の長さがいずれも等しい。また，１つの内角が１₂0°なので，そ

の内角の対角も１₂0°となり，残りの ₂つの内角はいずれも，
　　　　　（360°－１₂0°× ₂ ）÷ ₂ ＝60°
　　　 である。よって，求めるひし形は， ₂個の合同な正三角形が接したものになる。以

上より，下の図のように，以下の手順①～④で作図するとよい。

　　　① 　点Ａ，Ｂを中心とする，線分ＡＢの長さを半径とする円弧をそれぞれかき，これ
らの交点（頂点Ｄ）を求める。

　　　② 　点Ｂ，①で求めた交点を中心とする，線分ＡＢの長さを半径とする円弧をそれぞ
れかき，これらの交点（頂点Ｃ）を求める。

　　　③　点Ｂと②で求めた交点，①で求めた交点と②で求めた交点を結ぶ線分を引く。
　　⑺　側面の展開図のおうぎ形の弧の長さは

　　　　　 ₂π×１₂×１50°360° ＝１0π〔㎝〕

　　　であり，これは底面の円周に等しい。よって，底面の半径を r〔㎝〕とすると，
　　　　　 ₂π r＝１0π
　　　という方程式が成り立つので，これを解いて，
　　　　　r＝ 5〔㎝〕
　　⑻ 　それぞれの階級における度数は，階級値１35㎝が １人，１₄5㎝が 0人，１55㎝が １人，

１65㎝が ₂人，１₇5㎝が 5人，１₈5㎝が ₇人，１₉5㎝が 3人，₂05㎝が １人なので，₂0人
の記録の合計は

　　　　　 １35× １ ＋１₄5× 0 ＋１55× １ ＋１65× ₂ ＋１₇5× 5 ＋１₈5× ₇ ＋１₉5× 3 ＋₂05× １
＝35₈0〔㎝〕



　　　となる。したがって，₂0人の平均値は
　　　　　35₈0÷₂0＝１₇₉〔㎝〕


